
１　伊那地域共生ビジョン協議会での意見

1 子育て

子育て関連事業の連携の中に職員向
け研修があるが、地域のボランティア
の底辺を広げていくなど、一般の人の
参加ということは考えているのか。

現状は職員を対象とした計画。徐々に
工夫をし、取り入れていくことが必要と
感じる。一般の方も含めた研修へ拡大
することも可能かと思われるため、今
後検討していく。

2 公共交通

循環バスの内回りの実施を行うよりは
デマンドタクシーの充実を実施すべき。
現在の週３日では病院に通うのは大変
である。

内回り便の追加は、キールート路線と
の接続により、定住自立圏の枠組みに
おける公共交通の利便性を高めるため
に実施するもの。
伊那市内における公共交通のサービ
スレベル（デマンドタクシー含む）につ
いては、共生ビジョンとは別に、市担当
課で検討を行う。

3 公共交通

キールート路線は利用者の交通手段
を一人でも多く確保していくことを目的
にルート、バス停を決めるべきではな
いか。

4 公共交通

キールート路線は利用者の目的地、目
的時間を把握したうえで実施していけ
ば、圏域の皆様の利便性が向上する
のではないか。

5 公共交通
キールート路線は市民、町民、村民の
皆さんの要望を整理して路線等を決め
ればよいと思う。

6 人材育成

合同職員研修は職員の資質向上を目
的としているが、研修の講師は外部の
方に依頼するだけではなく、専門的な
知識を持つ市民の方にも依頼したらど
うか。

各市町村の意向を踏まえた研修を立
案する中で、必要に応じて依頼したい。

伊那地域定住自立圏共生ビジョン（素案）に対する意見等

意見に対する考え方意見の概要

ルート及び停留所の設置場所等につ
いては、今回のパブリックコメント等の
意見を踏まえて、需要及び効率性を十
分に考慮した案を連携自治体において
作成する。また、その案に対して、広く
意見を聞く機会を設けたい。
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２　公募による意見等

市町村 年齢 性別

1 全体

子どもの貧困対策をしてほしい。伊那
公民館で行っている小学生の時間外
学習の際に箕輪町の生徒が利用して
いるが肩身が狭そうにしている。

今後の連携を視野に取組分野の拡大
を検討していく。

伊那市 男性

2 公共交通
箕輪町から中央病院行きのバス運行
計画があるのなら、伊那養護学校を朝
夕経由する便がほしい。

今回の行政区域間を縦断するキー
ルートについては、それぞれの中心地
を短時間で移動できるよう公共交通の
軸として想定している。そのキールート
への結節をふまえ、各市町村が個別に
運行する循環路線等の運行見直しの
中で個別に検討していく。

箕輪町

3 9

相互利用を想定する子育て拠点施設
にいなっせの７Ｆにある「ちびっこ広場」
を加えてほしい。現在も伊那市以外か
らの利用がある。

「ちびっこ広場」は、子育て拠点施設と
して職員が常駐していないため、今回
の拠点から除いている。
相互利用可能な民間運営施設につい
ては行政として情報発信を行うなど支
援をしていく。

伊那市 55 女性

4 9
伊那市の子育て支援センターについて
は利用料を無料にしてほしい。

市の事業上の判断となる為、共生ビ
ジョンへは掲載しない。
共生ビジョンとは別に、担当部門で検
討を行う。

伊那市 55 女性

5 11

伊那市から箕輪町の上伊那医療生協
病院や芦沢整形外科、また南箕輪村
の春日街道沿いの開業医への通院が
できるようなルートを教えていただきた
い。ＪＲの駅沿いは電車での利用を減
らさないようにすることも大切です。生
協病院の入院の半分は伊那市民に
なっています。

今回の行政区域間を縦断するキー
ルートについては、それぞれの中心地
を短時間で移動できるよう公共交通の
軸として想定している。そのキールート
への結節をふまえ、各市町村が個別に
運行する循環路線等の運行見直しの
中で個別に検討していく。

伊那市 55 女性

6 全体

平成29年度からの事業実施となってい
るが、可能なものについてはなるべく早
く、平成28年度に実施できるものもある
のではないか。

すでに検討している事業や取り組んで
いる事業もあるため、平成28年度から
の取組ができるようにしたい。

伊那市 42 男性

7 全体

定住自立圏で取り組む事業として６つ
挙げられているが、連携市町村で取り
組む内容としては、もっと多様な分野が
あるのではないか。必要な分野につい
て、広範に取り上げてほしい。

今後連携すべき取組として多様な分野
の事業を検討していく。

伊那市 42 男性
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